








Ⅰ研究方法ならびに対象

1　昭和 49 年 1 月 1 日より同年 12 月 31 日まで(期間 A)および昭和 50 年 1 月 1

日より同年 12 月 31 日まで(期間 B)に,聖路加国際病院産科に出生し,先天性心

疾患と診断された症例(剖検による診断 2 例,カテーテル検査による診断 2 例,

臨床診断 22 例)を調査の対象とし,妊娠期間中における流産防止剤使用の有無

について,病歴をレトロスペクティブに調査した。

2　おのおのの先天性心疾患患児について,同産科においてその直後に出生した

児をそれぞれの対照としてとり,同様に妊娠期中における流産防止剤使用の有

無について調査した。

3　流産防止剤使用の動機となった事由についても,患児群と対照群とについて

調査した。


